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第６７回石巻市新型インフルエンザ等対策本部会議（任意設置）会議要旨 

日 時：令和 4年 12月 20日（火） 

                                   10：10～10：40【庁議室】 

［報告事項］ 

 １ 年末・年始における発熱時の対応について（保健福祉部） ※質疑なし 

新型コロナウイルス感染症の第８波に対する年末・年始の発熱時の診療体制について、休日当番医の

他に、重症化リスクの高い患者の受診を確保するため、臨時的に外来診療体制の拡充と併せ、年齢や重

症化リスクの有無を踏まえ、対象者ごとの受入態勢を区分する。 

○休診する医療機関が多くなる年末年始に発熱患者が殺到した場合、本来の目的である救急医療に 

支障きたすことが懸念されるため、石巻圏域の関係機関と連携し取組む。 

○周知方法 

→地元紙への新聞広告掲載 ※石巻かほく、日日新聞 12/27掲載予定 

 →関係市町及び関係機関のホームページに掲載 

  

２ 新型コロナウイルス感染症の状況等について（保健福祉部） ※質疑なし 

〇直近１週間の感染者限定把握における感染者数（12/10～12/16）３３２名 

〇クラスターの発生状況（12/1～12/15）１１件 ※高齢者施設、医療機関 

  〇宮城県が県独自の「みやぎひっ迫危機宣言」を発出【期間 11/30～1/16】 

  〇感染拡大傾向時一般検査事業の無料検査の期間延長 12/31まで 

   ※県内１７２事業所（R4.11.28現在）、木下グループＰＣＲ検査センター 

  〇年末年始における濃厚接触者に対する生活物資緊急支援申請受付の臨時開設 

   ※１２月３０日（金）、１月２日（月）【受付時間 9:00～15:00】 

 

３ 新型コロナワクチン接種について（保健福祉部） ※質疑なし 

○本市の全年代接種率（12/11現在） 

人口 区分 計 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 オミ株 

138,686 
接種回数 408,908 120,254 119,567 101,837 67,250 10,844 28,927 

接種率 － 86.7％ 86.2％ 73.4％ 48.5％ 7.8％ 20.9％ 

 

○現在の新型コロナワクチン接種体制の概要 

［接種会場数：12/１以降］ 

接種種別 集団 個別 備  考 

①初回接種（12歳以上） ― ２ ノババックス１・２回目接種含む 

②令和４年秋開始接種（3～5回目）※ ２ ４７ 初回接種を完了した方が対象 

 オミクロン株対応（2価） ２ ４６ 
全てファイザー社製 

（11/1～ BA.4/5対応型ワクチン） 

 ノババックス（3回目～） ― １ 
11/8以降（18歳以上） 

前回接種から 6か月以上の間隔で接種 

③小児接種（5～11歳） ― ５ １～３回目 ※集団接種 11/20で終了 

④乳幼児接種（生後 6か月～4歳） １ ４ 
年度末までに３回接種完了するには、 

1/15までに１回目の接種が必要 

※令和４年秋開始接種 

・接種対象数 約１１７，０００人（初回接種を完了した 12歳以上の全ての住民）  

・接種想定数 全体で７０～７５％程度として体制を準備 → 約８６，５００人 
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［予約状況：12/13～1/31］           

 予約枠数 予約数 予約率 備 考 

①１２歳以上 29,826人 19,604人 65.7％  

集団接種 8,068人 5,492人 68.1％  

個別接種 21,758人 14,112人 64.9％ ４７医療機関 

②小児接種 831人 170人 20.5％ ５医療機関 

③乳幼児接種  293人 171人 58.4％  

  集団接種 161人 105人 65.2％  

  個別接種 132人 66人 50.0％ ４医療機関 

 

［ワクチン供給状況：石巻市供給分］ ※12/15現在 

種 別 規 格 供給量 接種可能回数 対象者 

ファイザー（オミクロン株対応） 195V/1箱 6回/1V 148箱 117,000回 

117,000人 モデルナ（オミクロン株対応） 10V/1箱 5回/1V 238箱 11,900回 

ノババックス 1V/1箱 10回/1V 72箱 720回 

小児用（５歳から１１歳） 10V/1箱 10回/1V 140箱 14,000回 2,400人 

乳幼児用（生後６か月から４歳） 10V/1箱 10回/1V 61箱 6,100回 3,600人 

 

［その他］ 

○石巻市新型インフルエンザ等対策本部の開催について 

今後の国、県の動向や感染状況等を判断し、必要に応じて随時開催とする。 

 

 

以 上 


